
5
2022

Vol .331

Special feature
中央大学父母連絡会へようこそ
父母懇談会開催のお知らせ
卒業式／入学式
FRONT LiNE 経済学部

Chuo University Parents Liaison Association

中央大学父母連絡会

草 の み ど り

Kusa

Midori
no



草のみどりKusa no Midori 52022
Vol .331

	2	 中央大学父母連絡会へようこそ

	8	 父母懇談会開催のお知らせ

	12	 卒業式／入学式

	16	 FRONT LiNE 経済学部

特集

巻頭のことば	
総合政策学部教授　実積 寿也

学部情報

	22	 法学部／夢をカタチに！～私の「やる気」	
2022年法学部法律学科卒業　石黒 友理

	 	 法学部だより	
法学部事務室　佐々木 真美

	24	 経済学部／経済学部から世界をひらく	
経済学部経済学科4年　山根 聖矢

	 	 経済学部だより	
経済学部学生国際交流員会代表　田村 美樹

	26	 商学部／私の商学部LIFE2022	
商学部会計学科4年　狩野 愛歌 
商学部教授　武石 智香子

	28	 理工学部／理工の最先端研究に迫る！	
理工学研究科博士課程

		  前期課程電気電子情報通信工学専攻2年　坪田 和也

	 	 理工学部だより	
理工学部事務室　倉本 優

	30	 文学部／文学部生のリアルな！学生生活	
2022年文学部人文社会学科日本史学専攻卒業　渡邊 咲

	 	 文学部だより	
社会学研究室室員　三谷 郁子　玉木 亜弥

32	 総合政策学部／プロジェクト奨学生の眼	
2022年総合政策学部政策科学科卒業　柳澤 美南 
総合政策学部教授　川崎 一泰

		  総合政策学部だより	
総合政策学部国際政策文化学科4年　林 星多

34	 国際経営学部／世界を動かす人になろう	
国際経営学部国際経営学科3年　邑井 亮太

		  国際経営学部だより	
国際経営学部教授　申 淑子

36	 国際情報学部／テクノロジーと法の未来へ	
国際情報学部国際情報学科3年　大和田 光紀

	 	 国際情報学部だより	
国際情報学部教授　岡嶋 裕史

38	 わたしたちのゼミへようこそ	
総合政策学部政策科学科3年　髙波 豪　角井 彩乃 
総合政策学部教授　持田 信樹

40	 まるちあんぐる	
経済学部助教　岡本 千草

42	 GO GLOBAL 中央から世界へ。国際センターNEWS

43	 理工学生の国際活動報告� 	
理工学部都市環境学科4年　本多 志帆

44	 キャリアインフォメーション

48	 OB・OGからのMessages	
アズールマリタイム シンガポール ダイレクター　平野 耕史

50	 ボランティア通信	
商学部商業・貿易学科4年　菅野 励盛度

52	 学生部掲示板

54	 学生相談課からのお知らせ	
学生相談室　久保田 敦子

56	 Say NO to Harassment	
中央大学ハラスメント防止啓発支援室専門相談員　森山 奈央美

58	 中スポPLUS	
硬式野球部

61	 学友会 文化系サークル紹介	
生物科学研究部

62	 CAMPUS NEWS

66	 FUBOREN NEWS

68	 父母のための中大ナビ

92	 2022 Campus calendar

2022年5月号（通巻第331号）／ 2022年5月1日発行

発行　中央大学父母連絡会
編集　『草のみどり』編集委員会
制作　株式会社トリッド

［本誌に関するお問い合わせ］
〒192-0393 東京都八王子市東中野742-1
中央大学父母連絡会事務局 TEL:042-674-2161

草のみどり

CONTENTS

1



国
際
経
営
学
部/

世
界
を
動
か
す
人
に
な
ろ
う

国際経営学部

学 部 情 報

7

34

私
は
国
際
経
営
学
部
に
入
学
し
て
以
来
、
英
語

で
の
授
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
、

学
部
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
刺
激
的
な

日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
Ｃ

Ｖ
Ｓ
（Com

pany V
isit Supporters

）
と
し

て
学
部
の
目
玉
企
画
で
あ
る
〝
企
業
訪
問
〟
の
運

営
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
特
に
学

ん
だ
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
今
回
は
Ｃ
Ｖ
Ｓ
で

の
学
び
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
課
題
解
決
能
力
」
の
３
点
に
ま

と
め
て
お
話
し
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

私
は
Ｃ
Ｖ
Ｓ
で
の
企
業
訪
問
を
通
じ
て
、
状

況
に
応
じ
て
メ
ー
ル
、m

anaba

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

Zoom

、
直
接
の
会
話
等
の
媒
体
を
使
い
分
け
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
を
養
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
企
業
訪
問
で
は
訪
問
当

日
の
動
き
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
先
生
、
事
務

室
、
学
部
生
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
と
継
続
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

た
め
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ
が
先
生
や

事
務
室
の
方
々
と
、
訪
問
当
日
の
集
合
場
所
は
ど

こ
か
、
集
合
し
て
か
ら
訪
問
に
至
る
ま
で
の
流
れ

は
ど
う
で
あ
る
か
を
メ
ー
ル
等
で
話
し
な
が
ら
、

Ｃ
Ｖ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
で
情
報
を
す
り
合
わ
せ
、
訪
問

に
参
加
す
る
学
部
生
に
は
そ
の
情
報
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
先
生
や
事
務
室
の
方
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
メ
ー
ル
を
使
っ
て
訪
問

に
関
す
る
連
絡
を
取
る
の
で
す
が
、
私
は
こ
れ
ま

で
メ
ー
ル
で
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら

な
か
っ
た
た
め
、
最
初
は
苦
労
し
ま
し
た
。
メ
ー

ル
は
普
段
友
人
と
や
り
取
り
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

と
は
違
い
、
１
度
送
信
す
る
と
取
り
消
し
が
で
き

な
い
た
め
、
メ
ー
ル
内
で
の
敬
語
は
適
切
か
、
要

件
は
端
的
に
わ
か
り
や
す
く
書
け
て
い
る
か
を
慎

重
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
企
業
訪
問
は
対

面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
た
め
、
対
面
の
み
で

の
訪
問
に
比
べ
て
文
字
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
割
合
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
割
合
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
Ｃ
Ｖ
Ｓ
と

し
て
企
業
訪
問
に
携
わ
れ
た
こ
と
で
、
メ
ー
ル
等

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と
が

で
き
て
幸
い
で
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ 

Ｃ
Ｖ
Ｓ
は
組
織
が
総
務
・
企
画
・
広
報
の
３

つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
私
は
企
画
部
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
業
訪
問
に

お
け
る
企
画
部
の
主
な
仕
事
は
、「
合
同
報
告
会
」

と
呼
ば
れ
る
企
業
訪
問
の
成
果
を
学
部
生
が
発
表

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
で
す
。

合
同
報
告
会
の
企
画
は
６
月
下
旬
か
ら
約
半

年
間
か
け
て
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
私
は
〝
聞

く
力
〟
を
意
識
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
じ
っ

く
り
と
企
画
を
練
り
上
げ
ま
し
た
。
国
際
経
営
学

部
で
の
合
同
報
告
会
の
開
催
は
２
回
目
と
歴
史
が

浅
い
こ
と
か
ら
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
議

論
し
た
う
え
で
、
開
催
方
法
や
内
容
等
の
最
終
案

国
際
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
３
年

私
立
札
幌
日
本
大
学
高
等
学
校
（
北
海
道
）
出
身

邑む
ら
い井 

亮り
ょ
う
た太

Ｃ
Ｖ
Ｓ
と
し
て「
企
業
訪
問
」に

携
わ
っ
た
経
験
が
自
分
自
身
の 

大
き
な
成
長
に
つ
な
が
っ
た

Vol.13
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の養成を目標にしています。現在、中国語はビジネスの現
場で英語に次いで必要とされる言語となっています。また、
皆さんが将来従事する仕事においても、きっと中国との深
い関わりが出てくるでしょう。それだけに強い問題意識を
持ち、中国人の思考方法、商習慣などについても学んでほ
しいと思います。

また専門演習では、コロナ禍のために昨年予定していた
中国企業の訪問こそ中止になりましたが、代わりにオンラ
インで中国企業の経営者を招き、周到に考えられた人的資
源戦略の事例を学びました。ゼミのメンバーは、中国の企
業が日本や欧米企業では解決が困難だった経営上の課題を
解決しつつ、国際競争力を高めている「中国式経営」の現
実を多角的に学びながら、より専門性を深めています。

将来のビジネス社会の舞台での活躍を希望する皆さんに
は欠かせない専門的知識とマインドを、国際経営学部で同
時に培うことができるでしょう。さあ、一緒に学びましょう。
お待ちしています。

ニーハオ！ 2019 年の国際経営学部スタートの際に中国
北京から赴任し、経営学とコミュニケーション論領域の講
義を担当している申淑子です。

ご存じの通り本学部の学生は、経営学の専門知識に加え
て他国の歴史・政治経済・文化など、語学では英語のほか
に中国語やスペイン語などを学ぶことができます。私の担
当する授業も、こうした趣旨に基づいて開講されています。

まず「比較経営論」では、日本と中国の企業の比較考察
を通して、経営モデルの共通点と差異について学びます。
中国企業の特色は何に由来するのか、中国文化の背景にさ
かのぼり探求しつつ、経営学の専門的知識を身につけるこ
とができます。
「中国語ビジネス交渉論」では、中国語の実力のさらな

るレベルアップと、異文化を乗り越えて問題解決できる力

国際経営学部教授　申
しん

 淑
しゅくし

子

多角的に学びながら専門性を深める

を
作
り
た
か
っ
た
た
め
で
す
。

そ
の
た
め
に
私
は
、
企
画
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
メ
ン
バ
ー
か
ら
意
見
を
聞
く
際
、
先
生
方
・

発
表
者
な
ど
、
ど
の
視
点
に
立
っ
て
メ
ン
バ
ー
が

意
見
を
出
し
て
い
る
か
を
整
理
し
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
的
な
意
見
を
提

案
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
模
索
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
多
様
な
価
値
観
を
可
視
化
で
き
、

合
同
報
告
会
に
参
加
す
る
人
に
と
っ
て
納
得
度
の

高
い
案
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
が

あ
り
ま
す
が
、
私
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
議
論
し
て
い
く
中
で
、〝
聞
く
力
〟

を
意
識
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

課
題
解
決
能
力

引
き
続
き
合
同
報
告
会
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

合
同
報
告
会
に
は
企
業
訪
問
参
加
者
を
除
い
た
参

加
者
が
少
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
合
同
報
告
会
に

参
加
で
き
る
対
象
者
を
増
や
し
、
合
同
報
告
会
自

体
が
ど
う
い
っ
た
も
の
か
を
学
部
生
に
う
ま
く
伝

え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
Ｃ

Ｖ
Ｓ
企
画
部
内
で
何
度
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、

「
合
同
報
告
会
に
推
薦
で
す
で
に
国
際
経
営
学
部

へ
の
入
学
が
決
ま
っ
た
方
に
も
ご
案
内
し
て
参
加

対
象
者
を
広
げ
る
こ
と
」「
合
同
報
告
会
で
優
秀

な
発
表
グ
ル
ー
プ
を
決
め
、
来
年
度
の
広
報
に
向

け
て
活
か
す
こ
と
」
と
い
う
目
標
を
決
定
し
ま
し

た
。
合
同
報
告
会
当
日
は
入
学
予
定
者
の
方
々
に

来
て
い
た
だ
け
た
の
で
、
来
年
度
以
降
に
も
つ
な

が
る
決
定
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
同
報
告
会
は
歴
史
が
浅
く
、
あ
ま
り
デ
ー

タ
が
な
か
っ
た
分
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
意
識
し
て
課
題
を
解
決
す
る
と

い
う
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

以
上
が
、
私
が
企
業
訪
問
か
ら
学
ん
だ
３
つ

の
能
力
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
課
題
解
決
能
力
」
で
す
。
企
業

訪
問
は
、
参
加
者
と
し
て
も
Ｃ
Ｖ
Ｓ
の
運
営
者
と

し
て
も
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
ら
れ

る
大
変
貴
重
な
経
験
に
な
る
の
で
、
来
年
度
以
降

も
一
人
で
も
多
く
の
学
部
生
に
参
加
し
て
も
ら
え

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
〝
企

業
訪
問
〟
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
、
訪
問
先
企

業
の
ご
担
当
の
方
々
、
先
生
方
、
事
務
室
の
方
々
、

参
加
し
た
学
部
生
の
方
々
、
ま
た
合
同
報
告
会
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
入
学
予
定
者
の
方
々
な
ど
、
す

べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

合同報告会終了後、集合写真
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